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[背景・目的] 

生体膜を構成する脂質は、極性頭部や疎水性尾部の構造に応じて数千種におよぶ分子種が存在する。しか

し、そのような多様な構造の脂質分子種がどのようなバランスで存在するとき、細胞膜やオルガネラがどのよ

うな物理的性質を示すのか、脂質分子中のどのような構造が膜の物性にどのような影響を与えるのかに関す

る定量的な知見は限定的である。申請者は、これまでの研究で、悪性度の異なる乳がん細胞株では、脂質プ

ロファイルが大きく異なることを見出しており、これが細胞自体の柔軟性といった物理的性質、ひいては細胞

の運動性や浸潤能の獲得に重要な役割を果たしている可能性が考えられた。そこで本研究では、悪性度の

異なる乳がん細胞株の AFM 計測を実施した。 

 

[結果・考察] 

悪性度が比較的低い上皮様細胞の性質を持つ MCF-7 と悪性度が高い Triple negative に属する間葉系

細胞 MDA-MB-231 を代表例とし、AFM 計測に必要な種々の条件検討を実施した。その結果に基づき、フィ

ブロネクチンコーティングしたプラスチックディッシュ上に細胞を接着させ、計測の 2 時間前に培地を静かに交

換し、先端に直径 20 µm のビーズを接着したカンチレバーを用いて AFM 計測を行った。それぞれの細胞株

で 15 細胞ずつ AFM 計測を行い、細胞表面弾性率を比較したところ、悪性度の高い MDA-MB-231 は悪性

度の低い MCF-7 に比べて、細胞表面弾性率が高いという結果が得られた。これは、それぞれの細胞株の脂

質組成が異なることの影響が、細胞の剛性に反映された結果である可能性が考えられた。一方、細胞の硬さ

というパラメータは、細胞骨格の強固さなど別の因子の影響を受ける可能性も考えられた。 
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